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学習期間：令和７年 11月 10 日（月）～11月 28日(金) 

対  象：第１学年 77 名（特別支援学級含む） 

場  所：第１学年教室・体育館 

授 業 者：田中杏子 湯田吉保 今野萌々子 杉山幸子 

 

 

 

 

マイプラン・タイム（２教科２単元） 

第１学年 国語科・算数科学習指導案 

 

 

 

 

 

 

１ 単元名 国語科 「じどう車くらべ」（こくご 一下 光村図書）（５時間） 

「じどう車ずかんをつくろう」（こくご 一下 光村図書）（７時間） 

      算数科 「どちらがながい」（あたらしいさんすう１ 東京書籍）（６時間） 

 

２ 単元の目標 

  国語科 

 必要な情報を適切に見付け、順序立てて文章を構成する活動を通して、事柄の順序などを考えながら内

容の大体を捉え、情報と情報との関係について理解するとともに、文章の中の重要な語や文を考えて選び

出し、自ら分かったことや考えた事柄を整理し、まとめ、伝えようとする態度を養う。 

算数科 

   長さの比較などの活動を通して、長さや測定についての基礎的な意味を理解し、身の回りにあるものの

長さについて任意単位などにより比較する力を養うとともに、長さについての感覚を豊かにし、日常生活

に活用しようとする態度や主体的に課題を選択し、解決しようとする態度を育成する。 

 

３ 単元の評価規準 

 ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 
 

国
語
科 

事柄の順序など情報と情報と

の関係について理解している。 

「読むこと」において、事柄

の順序などを考えながら、内容

の大体を捉えている。 

「読むこと」において、文章

の中の重要な語や文を考えて選

び出している。 

「書くこと」において、事柄

の順序に沿って簡単な構成を考

えている。 

すすんで説明における順序を考

えながら読み、自分が説明すると

きに重要だと考えられる語や文を

文章の中から見付けながら最後ま

で粘り強く取り組もうとしてい

る。 

分かりやすい説明の仕方につい

て興味をもち、説明の順序に気を

付けながら、見通しをもって自動

車図鑑を作り、紹介しようとして

いる。 

 

 

 

研究主題 

こどもを中心としたカリキュラム・マネジメント 
~自由進度学習の可能性を探る~ 

本校では単元内自由進度学習を

『マイプラン・タイム』と呼んで

いるよ。 
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４ 指導観 

（１）単元観 

国語科 本単元で扱う内容は、小学校学習指導要領（平成 29 年告示）において、以下のように位置付けられて

いる。 

国語〔第１学年及び第２学年〕 ２ 内容 

〔知識及び技能〕 

 (2) 話や文章に含まれている情報の扱い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関係について理解すること。 

 〔思考力、判断力、表現力等〕 

 Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 自分の思いや考えが明確になるように、事柄の順序に沿って簡単な構成を考えること。 

(2) (1)に示す事項については、例えば、次のような言語活動を通して指導するものとする。 

ア 身近なことや経験したことを報告したり、観察したことを記録したりするなど、見聞きしたことを

書く活動。 

 Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

   ア 時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、内容の大体を捉えること。 

   ウ 文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと。 

(2) (1)に示す事項については、例えば、次のような言語活動を通して指導するものとする。 

ア 事物の仕組みを説明した文章などを読み、分かったことや考えたことを述べる活動。 

本単元は、「じどう車くらべ」「じどう車ずかんをつくろう」の教材文を使って、児童が身近に感じる

存在である「自動車」を題材とし、言葉や文のまとまりに気付き、説明文の読み取りや情報の整理・発信

の基礎を育てることをねらいとした単元である。「じどう車くらべ」では、構成の工夫や文と文のつなが

りに着目しながら、目的に応じた読み取りの力を育てる。児童は、二つの自動車を比べながら、それぞれ

の特徴を捉えることを通して、説明的な文章の基本的な構造や比較の視点に気付く。「じどう車ずかんを

つくろう」では、「じどう車くらべ」で学んだ読み取りの視点を生かし、自分で調べた情報をもとに説明

文を書く活動へと発展する。自分の伝えたいことを的確に整理し、読む相手に分かりやすく伝えるため

に、言葉を選んで書く力を育てたい。また、図鑑という身近な形式を活用することで、情報の扱い方や分

類・整理の視点にも触れ、主体的な言語活動への関心を高める。 

 

 

 

 

 

算
数
科 

長さについての基礎的な意味

や、比較の方法、任意単位によ

る測定の方法を理解し、長さに

ついての基礎的な感覚を身に付

け、直接比較や間接比較、任意

単位による測定などによって、

長さを比べることができる。 

自ら測定の方法を選択しなが

ら身の回りにあるものの長さに

着目し、直接比較や間接比較、

任意単位による長さの比べ方を

考えたり、任意単位により長さ

を数値で表したりしている。 

身の回りにあるものの長さに関

心をもち、比較の方法を工夫した

過程や結果を振り返り、日常生活

の中で比べ方についての問いを見

いだしたり、試行錯誤をしたりし

ながら、そのよさや楽しさを感じ

ながら学ぼうとしている。 
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算数科 本単元で扱う内容は、小学校学習指導要領（平成29年告示）において、以下のように位置付けられて

いる。 

算数〔第１学年〕 内容 

 Ｃ 測定 

  (1) 身の回りのものの大きさに関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導

する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 長さ、広さ、かさなどの量を、具体的な操作によって直接比べたり、他のものを用いて比べたり

すること。 

(ｲ) 身の回りにあるものの大きさを単位として、その幾つ分かで大きさを比べること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 身の回りのものの特徴に着目し、量の大きさの比べ方を見いだすこと。 

本単元は、身の回りのものの長さを比較しながら量に対する感覚を育むことをねらいとした導入的な内

容であり、「測定領域」における最初の学習となる重要な単元である。児童は、これまでの日常生活の中

で「長い」「短い」といった感覚的な言葉を使って物の長さを捉えてきているが、本単元で実際にものの

長さを比べたり、ひもや紙テープ、体の一部などを使って測ったりする具体的な活動を通して、比較の方

法や順序の大切さ、測定の意味に気付いていく。学習指導要領解説（算数編）では、低学年においては

「数量や図形についての感覚を豊かにし、それらを的確に捉える力の基礎を養う」ことが重視されてい

る。また、長さの学習では、「直接比較」「間接比較」といった活動を通して、測定の前段階としての比

較の技能や考え方を体験的に学ばせることが大切であるとされている。この教材では、長さの異なる具体

物を比較し、直接比較、間接比較、任意単位による比較という活動を積み重ねることで、測定の意味や必

要性に児童自らが気付き、見通しをもった活動へとつなげていくことができる。 

 

（２）児童観 

   入学して初めて取り組んだ自由進度学習（以下、マイプラン・タイム）の学習について意識調査を行った

ところ、「マイプラン・タイムの学習は楽しかったですか」というアンケートに対して、７割の児童が肯定的

な回答をした。一方で、否定的な回答をした児童に理由を問うと、「学習内容や進め方が分からない」という

声があった。この点については、初めてのマイプラン・タイムの学習を国語科（１教科２単元）で行ったが、

２コースを自分で順序選択していく学習の進め方に慣れていないことや学習シート上で学習内容を読み取

ることに難しさを感じていたことが予想される。 

また、学習の内容については、「レベルアップしたい」と回答した児童が４割いた。このように回答した児

童全員が正しく学習内容を理解していたという結果ではなかったことから、学習を先へ先へと進めることに

注力してしまっていたことが分かる。そこで、自分で学びを進めるだけではなく、自分の学びを振り返る力

を育てたい。また、より学びを深めたり広げたりする課題の充実も必要であることが分かった。 

そこで、本研究では、２教科２単元のマイプラン・タイムを通して低学年の目指す児童像である「自分の

やりたいことを選び、最後までやりきる児童」に迫るために、学習の進め方を正しく理解して進めることが

できるよう、学習環境の工夫をする。また、通常の課題（以下、ミッション）の確認方法の工夫やマイプラ

ンシートを活用した振り返りの時間の充実、発展課題（以下、パワーアップミッション）の拡充をすること

で、早く進めることだけではなく自分の学びを自分で振り返る力を高める。 
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５ 本単元の学習の関連と発展 

国語科 

１年 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年 

 

 

 

 

３年 

 

 

 

 

４年 

 

 

 

 

５年 

 

 

 

 

６年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「じどう車くらべ」        

・説明の順序に気を付けて読む。 

「じどう車ずかんを つくろう」  

・説明の順序に気を付けて書く。 

「どんな おはなしが できるかな」 

・友達が書いたお話を読んで、思ったことを伝える。 

「紙コップ花火の作り方」 

・順序を捉えたり、文章と写真を対応させたりして読み、大事な言葉や文を見付ける。 

「おもちゃの作り方をせつめいしよう」 

・順序が分かるように、説明する文章を書く。 

「すがたをかえる大豆」 

・話題と、事例の書かれ方を捉えて読む。 

「食べ物のひみつを教えます」 

・適切な事例を挙げ、構成や順序、絵や写真の示し方を工夫する。 

「未来につなぐ工芸品」 

・まとまりごとに中心となる語や文を確かめ、分量を考えて要約する。 

「工芸品のみりょくを伝えよう」 

・理由や事例を挙げて考えを伝える。 

「固有種が教えてくれること」 

・文章以外の資料を用いた効果を考えながら読む。 

「自然環境を守るために」 

・グラフや表を用いて、考えを伝える文章を書く。 

「『鳥獣戯画』を読む」 

・筆者の考えと資料や言葉の使い方の工夫を捉える。 

「発見、日本文化のみりょく」 

・目的や意図に応じて、そのもののよさを効果的に伝える文章を書く。 
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算数科 

１年               ２年              ３年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「どちらがながい」 

・長さの概念 

・長さの測定の基礎 

・身の回りのものの特徴に 

着目し、長さを比べる 

「どちらがおおい」 

・体積の概念 

・体積の測定の基礎 

・身の回りのものの特徴に 

着目し、体積を比べる 

「どちらがひろい」 

・面積の概念 

・面積の測定の基礎 

・身の回りのものの特徴に 

着目し、面積を比べる 

「長さのたんい」 

・長さの測定 

・長さの単位「cm」「mm」 

・身の回りのものの特徴に 

着目し、長さを比べる 

「水のかさのたんい」 

・体積の測定 

・体積の単位「L」「dL」「mL」 

・身の回りのものの特徴に 

着目し、体積を比べる 

「長いものの長さのたんい」 

・長さの単位「m」 

・身の回りのものの特徴に 

着目し、長さを比べる 

「長いものの長さのはかり方

と表し方」 

・長さの単位「km」 

・身の回りのものの特徴に 

着目し、長さを比べる 

「重さのたんいとはかり方」 

・重さの概念 

・重さの測定 

・重さの単位「g」「kg」「t」 

・身の回りのものの特徴に 

着目し、重さを比べる 

・単位の関係を統合的に考え 

る 
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６ 目指す児童像に迫るための手だて 

   低学年分科会 目指す児童像 

自分のやりたいことを選び、最後までやりきる児童 

（１）環境・教材の工夫 

ア 一人一人の児童が着実に学びを進めるための工夫 

   【共通】どちらの教科でも、一つのミッションが終わるごとに児童が自分で学びを確認する「ふりカエ

ルコーナー」を用意する。学習のポイントと照らし合わせながら自分の学習内容を振り返るよう

にすることで、学習内容の定着につなげる。 

 

イ 日常生活との関連を意識させるための工夫 

【国語】働く自動車が実際に可動している場面や様子を写真や動画で提示することで、自動車のつくり

等を想起させやすくしたり日常生活と関連させて学習できるようにしたりする。 

 

【算数】児童が実際に手を動かして「測る」体験を十分に行い、量感を養うようにする。具体物を豊富

に用意することで、児童が自由に試行錯誤したり、比較の方法のよさに気付いたりする。また、

教室内だけでなく、体育館内にある大きなものなどを使って長さを比べる活動など、活動の場を

広げることを通して、実生活と学習とのつながりを意識させる。 

 

（２）意欲を持続させ、最後までやりきるための学習過程の工夫 

【国語】「レンタカーやさん」というテーマを設定し、単元のゴールを明確に提示することで、最後まで

意欲的に学び進めることできるようにする。 

 

【算数】自分で取り組む課題の順序を選択する順序選択型の学習過程にすることで、自己選択の機会を

つくる。段階的に自分で選択する機会を増やしていくことで、自分で学びを進める力を育む。 
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第１学年 単元の指導計画と評価計画（国語）  

時 

 形
態 

目
標 

学
習
の
流
れ 

評
価
規
準
（
評
価
の
方
法
） 
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第１学年 単元の指導計画と評価計画（算数） 

時 

形
態 

目
標 

学
習
の
流
れ 

評
価
の
規
準
（
評
価
の
方
法） 

 


